
コロナ禍における生活困窮者対策について
　　　昨年11月、生活困窮者の支援に全庁体
制で取り組むため、知事を本部長とした神奈
川県生活困窮者対策推進本部を設置した。そ
の支援内容について確認を行ったが、孤独・
孤立支援として約２億３千万円の予算を計上
した事業のうち、コロナ禍による失業者と介
護事業所等との迅速なマッチング支援をする
とした事業は、10月３日現在、直接雇用に繋
がった人数はわずか１人。また、介護のマイ
ナスイメージを払拭するとしてトレインビ
ジョンを行ったなど、その危機感、スピード
感に本気で対策に取り組まれているのか甚だ
疑問を感じる実施状況となっている。
　　　県では、昨年11月と今年５月に行った
２回の生活困窮者対策推進本部で、取り組み
の方向性と具体の施策を決定してきた。既に
100団体を超える子ども食堂への協力金支給
や、ヤングケアラー等の支援に向けた電話や
LINE相談の窓口の新設など、施策は成果を上
げつつあり、概ね順調に推移している。一方
で、物価高騰の影響等から入札が不調となり
開始が遅れた事業もある。今後、本部でしっ
かり進行管理をしていく。
……………………………………………………
　　　子ども食堂などへの支援は大切である。
しかし、それだけではなく、その先の生活困
窮者の方に対して、しっかりとその支援が届
いているのか、迅速に届いているのか、これ
が重要である。今回所管局に資料を要求し、
現状把握ができた。今後、実施状況の検証、
公開を求める。
　　　これまで取り組んできた本部の施策に
ついては、年度末に成果を分析し、わかりや
すい図表なども用いて県のホームページなど
で公開する。

人口減少時代を迎える中での
戦略的な歳入確保策について

　　　県は令和4年
人口統計調査結果報
告において、昨年よ
り 約5,200人 減 少
したと発表し、統計
を取り始めてから初
の減少となり、神奈
川においても人口減
少社会が現実のもの
となっている。
自然増対策として、県内市町村と連携し、そ
の地域にあった子どもを生み育てやすい環境
づくりの創出が求められる。また、社会増対
策としては、転出超過対策や地域雇用の創出
とともに、市街地の再開発が重要である。例
えば、川崎市が県に要望している、市街地再
開発事業等への財政措置など、県域全体を牽
引するために人口が増えている市町に対して
の積極的な支援を行うなど、戦略的な歳入確
保策が必要と考える。
　　　本県では、人口減少が進んでいる三浦
半島地域や県西地域などで､地域活性化を図る
プロジェクトを推進するとともに､「かながわ
ライフ」の魅力発信や、市町村の空き家の利
活用を支援する専門人材の派遣などを通じて､
移住の促進に取り組んでいる。また、県内経
済の活性化と雇用の創出を図るため、成長産
業をはじめとした企業誘致にも積極的に取り
組んでいる。さらに、鉄道駅周辺などの市街
地再開発事業による都市機能の集約化の推進
や、道路や鉄道などの交通ネットワークの充
実などにも取り組んでいる。 今後も、こうし
た施策に取り組み、人口減少に歯止めをかけ、
地域経済を活性化させ、県政運営の基盤とな
る税財源の確保に努めていく。

マスク飲食実施店認証制度の今後について
　　　県は、新型コロナ感染拡大防止に対応
するため、「マスク飲食」に積極的に取り組む
飲食店等を認証する「マスク飲食実施店」認
証制度を実施している。しかし、飲食店の現
場では、県の認証条件を履行していない店舗
も出てきており、現状に即した店舗を利用す
る方がしっかりと判断できる制度にすること
が、今後、マスク飲食実施店認証制度の出口
戦略にもつながると考える。制度と飲食店等
との現場の温度差についてどのように捉えて
いるのか。また、これまでの検証、総括を行
い、今後に向けた整理が必要と考える。
　　　制度と飲食店等の現場との温度差につ
いて、行動制限の緩和が進んできたことなど
を受け、感染防止対策に対する社会の受け止
めも変化してきていると感じている。飲食店
等における意識も、店舗により差が生じてお
り、一部の店舗では守られていないケースも
見られる。こうした店舗については、認証条
件を遵守するよう働きかけていく。
検証については、飲食店に重点を置いた取り
組みのあり方を含め、検
証が必要であると考えて
いる。また、制度終了の
判断のタイミングについ
ては考え方を示すよう、
国と直接、意見交換を行
い、対応を求めていく。
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「新型コロナウイルスとの共存」これからのかながわについて
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本当に神奈川は住みやすいのか
あなたの納めた税金を
「生まれて・育って・住んで良かった」
誇りある神奈川に。
今日より明日はきっといいことがある。
住み続けたい神奈川を目指して。

住み続けたい街
麻生区のために

石川ひろのり

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

石川ひろのり 一般質問に登壇
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・これからの県内鉄道網整備について
・建設業界の生産性向上を進めるための
　支援について
・切れ目のない子育て支援について
　など質問しました。
詳しい質問内容はホームページをご覧ください。
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令和４年12月７日　神奈川新聞掲載



活動報告▲

第33回「あさお福祉まつり･
　第17回麻生区社会福祉大会」開会式

　11月、和光大学芸術学科の学生さんによるアートプロジェクト「サト
ヤマアートサンポ in 岡上2022」に伺いました。この２年はコロナの影
響により規模を縮小した形で
の開催でしたが、今年は岡上
に残る自然豊かな地域の特色
を生かした作品が展示されて
いました。里山の紅葉を見な
が ら、麻 生 区 の 魅 力 で あ る

「自然の豊かさ」と「芸術のま
ちあさお」をともに楽しめる
イベントでした。

　11月、麻生区役所・麻生市民館で３年ぶり
に開催された「第33回あさお福祉まつり・第
17回麻生区社会福祉大会」開会式に出席させ
て頂きました。この福祉まつりは、麻生区内
の地域福祉活動について広く知ってもらうお
祭りです。式典では、日頃、社会福祉事業に
貢献をされている個人、団体の皆さまが表彰
されました。今回はコロナの影響で恒例の餅
つきなどはなかったものの、多くの地域福祉
団体の皆さんが手作り品の販売や活動紹介の
展示などを行っていました。

▲

サトヤマアートサンポ in 岡上2022

　11月、麻生小学校体育館で開催された「第
１回麻生区ボッチャ大会 開会式」にお伺い
しました。「ボッチャ」はパラリンピックの
正式種目でもあり、年齢や障害の有無などを
問わず楽しめる競技です。初開催となる今回
は、16チームが参加され、各コートからは拍
手や歓声が沸き起こり、大いに盛り上がって
いました。シンプルですが奥深いボッチャの
世界を皆さんと一緒に楽しませて頂きました。

▲

第１回「麻生区ボッチャ大会」開会式

　10月、コロナの影響で３年ぶりの開催となった横浜
マラソン2022「フルマラソンの部」に２度目の出場。
当日は、青空の下、横浜マラソン名物である首都高を辛
くも楽しく走ることができました。タイムは３時間49分
56秒と前回よりも遅い結果でしたが、給水所やコース
中のボランティアの方々の温かい応援、山下公園やみな
とみらい地区など沿道の多くの方の声援を受けながら走
ることができた素晴らしい大会でした。今後もマラソン
のように粘り強く政策課題に取り組んで参ります。

　麻生区内の各駅にて、皆さまの通勤・通学時間帯を中
心に駅頭・街頭活動として、活動報告をお配りしていま
す。毎回多くの皆さまからお声がけをいただき、活動す
る上での大きな糧となっております。お見かけの際はぜ
ひお受取りいただき、ご一読いただけたら幸いです。ま
た、地域のお困りごとやご意見、ご要望もぜひお聞かせ
ください。今後もさまざまな形で県議会のご報告を行っ
て参ります。

横浜マラソン2022「フルマラソンの部」に出場

再生紙を使用しています。ご記入いただきました情報は業務に限り使用させていただき、当事務所内にて適切な管理、監督を行います。

石川ひろのり

お名前

ご住所

TEL
ご意見など

石川ひろのりの活動への
ご支援（個人献金）のお願い

石川ひろのりの活動にご協力賜りたくご案内させていただきます。なお、寄付は税額控除の対象となりますので、ご相談くださいますようお願い申し上げます。

▼石川裕憲後援会　【郵便局】払込取扱票にて（口座番号 00200-7-52777）　【銀行】三井住友銀行 新百合ヶ丘支店  普通  口座番号 6902358

ボランティア
スタッフ募集

石川ひろのり事務所では随時ボランティアスタッフを募集しています。広告用チラシ折り、ポスター掲示、街頭演説の
お手伝いなど短時間でもかまいません。皆様のご支援とご協力をお待ちしています。 ▼連絡先：TEL 044-455-6611

石川ひろのりの活動報告・委員会質問など詳しくはHPまたはFacebookにてご覧いただけます。

石川ひろのりへの
ご意見・ご質問をお待ちしております。

FAX 044-455-6614

1968年11月3日生まれ　横浜市出身。旅行会社、飲食業を約20年間経験。「行政とはサービス業である」との言葉に感銘を受け、37歳で衆議院議員
岩國哲人事務所へ転職。その後、参議院議員公設秘書を経て、政策秘書資格を取得し参議院議員政策秘書を務める。衆議院議員 笠ひろふみ秘書を経て、
2015年4月神奈川県議会議員に初当選（現在２期目）。麻生区在住。引きこもり支援相談士。
趣　　　味：ジョギング（湘南国際マラソン大会・横浜マラソンなどに出場。自己べスト記録 3 時間29 分28 秒）　　家族：妻、子供一人
好きな言葉：「石の上にも３年」初めて社会人になる時に父から言われ「どんなに苦しくても耐えること。そこで初めて全体が見える」という言葉を今で
も忘れない。

プロフィール

　12月、新百合ケ丘駅南口ペデストリアン
デッキで開催された「しんゆりフェスティバ
ル・マルシェ」に伺いました。今回は、川崎
市外から初出店のお店などおよそ60のお店が
出店されていました。また、会場近くの公園
では、樹木医による森の講話、ツリーブラン
コなどの催しも開催され、マルシェとコラボ
したイベントも楽しむことができました。次
回の開催も楽しみです。

▲

しんゆりフェスティバル・マルシェ
駅頭・街頭活動

2022年11月25日

決算特別委員会にて質疑「より県民生活に密着した税の使い方」を求める

県政報告（タウンニュース掲載）


